
浅井 厚視 

津島南小学校の歴史 



問① 津島の方言です。何のことかわかりますか。 
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方言 共通語 方言 共通語 

ばんげ ぎゃあろ 蛙 

おちょくる どべ 最後 

おそがい めめぞ みみず 

だだくさ とろくさい 馬鹿馬鹿しい 

づつない ぬくとい 

ちゃっと すぐに こんきに 度々 

やっとかめ 久しぶり だんだ 風呂 



②愛知県では明治の初めに『義校』とい
う名前の学校がつくられた。○か×か。 

『小学教方筌蹄』 
しょうがくおし
えかたせんてい 



③津島の『義校』は西御堂町の西福寺に
つくられた。○か×か。 

 義校開日届  第六大区十二小区 海東郡 津島村 

 同村今市場延命寺に於いて義校相開候儀御吟味相成
候 付而者本月十六日第十字開校仕度  仍而此段御届
申上候以上  壬申十一月  神田喜三  矢野俊蔵 

                   愛知県   井関権令殿  



 ちなみに西御堂町西福寺につくられた
のは、海東・海西共立陶成学校でした。 

免状授与人名簿 陶成学校  
          明治１８年 

 
追吊（弔ちょう）会当日の光景  
         明治41年12月27日 
懐かしの西福寺・・・今日は恩師追弔
のために、久しぶりに西福寺を訪ねた。
寄棟の堂の昔の姿は今はない。厨屋
（くりや）の方の玄関も取替えられ、
境内の模様も大きく変わった。なんと
なく見廻して、懐旧の情が胸にいっぱ 
いとなった。ああ、懐かしい西福寺。 



④休み（休憩）時間のことを『放課』と
いうのは愛知県のみです。○か×か。 

 
 

        津島市内の義校 
第 ３義校（神守・吉祥寺）先議学校 
第 ４義校（葉苅・平野家富宅） 
第１１義校（津島・延命寺）擇善学校 
第１４義校（津島・雲居寺）春朗学校 
第２２義校（唐臼・安詫寺）唐臼学校 
第６０義校（越津・大鹿泰弥宅） 
第６１義校（宇治・福祐寺） 
第６２義校（百町） 
第６３義校（蛭間・大徳寺）有餘学校 
第６４義校（牛田） 
第６５義校（莪原・長光寺） 
第６６義校（金柳）    開祚学校 
     （向島・祢宜町）協同学校  
 
 

場所 数 

寺院 ４１ 

個人宅 １８ 

不明  ４ 

教師数 数 

１ １５ 

２～３ １２ 

３～４ ２１ 

５～６ １１ 

７～ ４ 



・午前８時より午後３時まで 
・５日以上欠席届け出る、退校・転校は書面・学校 
 へ来たら先生や友達へ一礼 
・学課は句読、習字、算術、暗踊（文の暗記）無等  
 ５等・４等・・１等までの６段階 
・雑談の禁止、立ち歩きの禁止 
・毎月謝金４銭 兄弟がいる場合弟は２銭 
・毎日午前10時～11時、午後12時～１時放課 
・毎月１日と６の日（６・16・26）休日 
・毎年１月８日より１２月２５日まで休み 
・態度の悪い子どもは逗校禁足 
・門に義校の表札 

ちなみに愛知県義校規則の細かなきまりは？ 



明治５年４月 ２つの義校（雲居寺・延命寺） 
明治５年11月 義校開設届 
 第６大区 11校 津島村  
 今市場・延命寺仮義校生徒数人数 
 生徒数 男子１１３人 女子６７人 
 計１８０  教官 若山東庵   
明治６年10月 春朗学校（雲居寺）  
       擇善学校（延命寺） 
 第６大区 14校 津島村  
 北口・雲居寺仮義校生徒人数 
 生徒数 男子１３５ 女子８７人  
 計２２２ 教官 堀田 一記  

⑤津島南小の前身は雲居寺と延命寺の義校である。 
 ○か×か。 



 山口氏賜金碑 

 碑」が傾いて立っ
ている。大阪の山
口善五郎氏が弐百
円の寄付金を津島
郷学高等小学校に
寄贈したことが記
されている。 

⑥南小の運動場の南西に、
津島高等小学校建築の記
念碑がある。○か×か。 



ちなみに津島高等小學校とは 

 津島高等小学校は、明治１３年（1880）津
島村西福寺に設立された陶成学校（教員養成
学校）を始めとします。西福寺の本堂を教室
に使い、１学年修了男子のみ４０名の学校で
した。卒業後２年間は、海東郡海西郡で教員
をすることが義務づけられていました。 



  
明治２０年（1887）陶成小学校は海東郡海西郡
立津島高等小学校（第一高等小学校）となり津
島村今市場に、その分校が前ヶ須（弥富）に設
けられました。第二高等小学校が蟹江に、第三
高等小学校が甚目寺に開校しました。そして明
治３１年（1898）、津島女子高等小学校が津島
高等小学校から独立して、つくられました。 
 明治２６年からは海東郡３９ヶ町村組合立高
等小学校となっていたが、町村合併が進み、明
治４２年３月に組合は解散、学校も廃校となっ
た。今回の史料は明治２４年の学校日誌で、海
東・海西両郡の高等小学校と位置づけられてい
る。 



海東西郡高等小学校 
日誌  明治廿四年 



明治２４年日誌海東西郡高等學校日誌 

十月二十八日 水曜日 雨午前十時曇 
大地震 午前六時五十分大震動 本校
舎傾斜シ寄宿舎全倒 但十八名ノ生徒
ニハ微傷モナシ 
御真影 午前六時二十分頃 山田久恒
氏来校磯村義通ト共ニ運動場安全ノ地
ニ奉還ス 寄宿生二名助手セリ 
登校 職員一同出頭 但シ一名不出仮
屋運動場玄関処ニ設ケ 炊事場ヲ其南
ニ置ケリ   



津島女子高等小
学校 雑録 明
治３１年 

校則類簿 明治
２２年 海東西
郡高等小学校 

職員任免録明治
２２年 海東西
高等小学校 

明治２０年４月ヨ
リ日誌 海東西郡
第１高等小学校 

明治２５年 
日誌 津島學校 

明治２４年 校
務日誌 兼平分
校 七軒家分校 



問⑥津島・藤里・有根の３つの尋常小学校と津島高等小学 
  校が１つになってできた学校である。○か×か。 

春朗学校 雲居寺  

有根学校 

明治５年 
１８７２年 

藤浪学校 兼平 

第１分教場（光淋坊）第３分教場（七軒家） 
第２分教場（兼平） 第４分教場（新開） 

津島学校 

  擇善学校 延命寺 

 擇善学校延命寺 
明治８年 
１８７５年 

抜奇学校 西福寺  

津島学校 明治９年 
１８７６年 

明治10年 
１８７７年 

尋常小学 
津島学校 

兼平分教場 
七軒家 
分教場 

明治20年 
１８８７年 



津島市立南小学校の沿革史② 

尋常小学 
津島学校 

兼平分教場 
七軒家 
分教場 

明治20年 
１８８７年 

濃尾大震災により、本校・分校の校舎が倒壊 明治24年 
１８９１年 

津島尋常小
学校 

有根尋常小
学校 

藤里尋常小
学校 

津島尋常小
学校 藤里尋常高

等小学校 

津島第一尋常小学校 津島尋常高等小学校 

     津島第一尋常高等小学校 

明治25年 
１８９２年 

明治39年 
１９０６年 

大正元年 
１９１２年 

大正五年 
１９１５年 



南小の沿革史③ 明治１３年
１８８０年 海東西郡共立陶成学校 

 第一高等小学校  
  前ヶ須分校  第二 蟹江  第三 甚目寺              

明治２０年 

１８８７年 

海東西郡立高等小学校 
  蟹江分校   甚目寺分校  前ヶ須分校 

明治２１年 
１８８８年 

明治２６年 

１８９３年 

 
海東郡立三十九ヶ町村組合立津島高等小学校 
    
津島町外十二ヶ村組合立津島高等小学校 

   
明治３６年 

１９０３年  
津島町外四ヶ村組合立津島高等小学校 

   
明治４０年 

１９０７年 
明治４２年 

１９０９年 

 
  藤里尋常高等小学校 
   

大正元年 
１９１２年 

 
  津島尋常高等小学校 
   

津島女子高等小学校 

明治３１年   



    
 
 
 
 
 
 
 

『問⑦ 明治の夏休みは10日間程度。○か×か』 
■明治２４年６月２７日 土曜日 曇天 
       出席 男７６名 女４０名 計１１６名 
       欠席 男２１名 女１２名 計 ３３名 
 中島欠席 金６３銭 授業料皆納ス 職員会 服部祖     
 父江二氏出張ス 
■明治２４年７月２９日 水曜日 晴天 
       出席 男８５名 女４６名 計１３１名 
       欠席 男１４名 女 ５名 計 １９名 
 当校生徒一同 前訓導服部畄次郎氏ヲ 姥ヶ森真マデ  
 送ル 永田清次郎本日ヨリ出勤ノ事 
■ ８月１１日より１０日間 暑中休暇 
  ８月２１日 金曜日 本日ヨリ授業始ム 
■明治２４年１０月２８日 水曜日 晴天 
  大地震ニ付臨時休校ノ事 
  １０月２９日 ３０日 休校 
  １１月 ２日 本日ヨリ開校 
      『兼平分校 校務日誌より』 



 

問⑧ 明治の「鵜多須切れ(大洪水)」では、子ども
たちが登校した後で帰すことになった。○か×か。 
『有根尋常小学校日誌』 
          明治３０年９月３０日 木曜日 晴天 
本日当地祭礼山下シトテ 出席生徒三分ノ一ニ過ギズ 本日
九時頃俄然入水ノ報ニ接ス 其ハ昨夜ノ強雨ノ為佐屋川増水 
遂ニ宇多須堤防決壊シ来シ止警報ニ接ス 依テ取敢ス全生徒
ニ退校ヲ命ジ以後休業ス 本校職員岡本枡三郎右状況聞合ノ
為津嶋ニ赴ク 


